
 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人 JCDN（ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク）は、京都市内に事務局を置き、アーティストとともに全国各地へ

ダンスを届ける活動を行っています。教育に関わる活動では、これまで、文部科学省（令和元年より文化庁に移行）の「コミュニ

ケーション教育事業」や行政からの委託を受けて、アーティストが小・中学校へ出向いて行うワークショップのコーディネート、学

校の先生のためのダンス教材開発などを行っています。からだを使ったコミュニケーションや創作方法である“ダンス”を通じて、

一人一人の個性を引き出し、生きる力を養い、多様な価値観や他者との協同などについて学ぶことを推進しています。 

H27-R4 年度、当該事業を沖縄県内 23 校で実施しました（那覇市[石嶺小/大道小/真壁小]、沖縄市[美咲特別支援/桑

江中/山内小]、名護市[瀬喜田小]、八重瀬町[新城小(2 回)]、西原町[西原南小/西原東小]、南城市[知念中(2 回)]、豊見

城市[伊良波小]、宜野湾市[普天間小]、うるま市[あげな小/高江洲小]、石垣市[石垣小/平真小/野底小]、竹富町[上原小

(2回)]、宮古島市[佐良浜中・伊良部島中(3回)]）。本年度も、沖縄県内の小中高校を対象に、下記の通り、実施希望校を募

集します。ぜひこの機会にご応募ください。 

記 

１． 派遣アーティスト  

学校側の希望と可能なスケジュールをお聞きし、全国のダンスのアーティストの中から、経験が豊富で信頼のできる

アーティストを、JCDN（コーディネーター）が推薦し、各学校と相談の上決定します。 

 

２． 派遣期日  令和 5 年 7 月～令和 6 年 2 月末まで （※開催時期は各学校とご相談の上、決定） 

        小中高校のいずれか計 3-４校程度で実施。1 回 1 クラス～2 クラス程度（多い場合は応相談）。 

回数は、1 回 90 分（*）×3 回のワークショップを 3 日間連続で行います。 

＊当該事業が同じ児童生徒に対し最低 3回以上の授業を行う事を推奨しています。1学年 3クラス以上など人数が多い場

合は、2 クラスごとに時間割を分けて行うなど検討します。詳しくは、実施決定後に打合せを行い、相談して決めます。 

 

３． 費 用    アーティストにかかる交通費・宿泊費・謝金など、全て文化庁の助成金により負担します。 

 

４． 受託団体  NPO 法人 Japan Contemporary Dance Network （JCDN） 担当：神前(ｺｳｻｷ) 

            京都市下京区神明町 241 オパス四条 503 TEL/075-361-4685 Mail/jcdn@jcdn.org 

WEB: http://www.jcdn.org 

 

５． 申込・問合  2023年 5月 31 日（水）までをめどに、沖縄県教育委員会 文化財課（担当/立津）まで。 

             FAX : 098-867-4350  Mail：tatetsma@pref.okinawa.lg.jp 

            ※内容に関するお問い合わせは、4 の受託団体までお願いします。 
 

令和 5 年度「文化芸術による子供育成推進事業‐コミュニケーション能力向上事業-」 
＜NPO 法人提案型＞ 

 

「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」 

沖縄県内小中高等学校、特別支援学校の先生方へ 

子供たちの創造性やコミュニケーション能力を育むための 

ダンス体験学校訪問ワークショップのご案内 

（左：南城市立知念中学校 右：石垣市立野底小学校   R４年度アーティスト：合田緑、マニシア、赤丸急上昇、田畑真希、知花幸美） 

文化庁 

tel:075-361-4685／
http://www.jcdn.org/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

実施希望調書（申し込み用紙） 

 学 校 名          立                学校    

 所 在 地 等 

 

 

 
〒
     

  TEL                       FAX 

  御担当者:Ｅmail 

 学校長名  

 

 担当者名  

 

 １  実施学年・学級数  

 ２  対象児童・生徒数 年生     クラス     名（男  人／女  人） 

*3クラス以上の場合は、時間をずらして実施するなど、応相談。 

 ３ 実施日程(希望される時期などをお書

きください。） 
 

 ４ 

 

 

 

 実施希望理由、ほかコメント等あれば 

 

 ５  教育課程への当該事業の位置づけ 

 申込先 /  FAX:098-867-4350（沖縄県教育委員会 文化財課） 

＜授業後の教員アンケートより＞ 

(児童について) ●日をおうごとに表情がほぐれて楽しんでいる様子が見られました。●ダンスに対するマイナスなイメージを持った生徒の多くが、

本事業終了後には、「楽しかった」という意見が大半を占めた。さらに、時間を重ねるごとに、生徒一人一人が他者と協力し、コミュニケーション

を通して、オリジナリティーあふれる作品に仕上がった。体の細部にわたって、感じを込めて踊ったり、表現することの楽しさを感じていたことに、

本事業の凄さと魅力を強く感じている。 ●自分を自由に表現する事や表現できることに喜びを感じることができた。人前で踊るという恥ずかしさ

は大人でもなかなか拭い去ることができないが、一緒にやっているうちに少しづつほぐれていくんだなと思った。 

(先生ご自身について、他) ●とても良かった。ダンスに関する引き出しが少ないので、講師の先生方が工夫を凝らして用意してくださったワーク

の数々が、とても参考になった。●課題へのアプローチの仕方や見方が、教員以外の視点で頂けたことが、今後の指導における大きなヒントとなっ

た。3 日間の授業をゆっくりじっくり客観的に子どもたちを見つめ直す機会となった。●学校では統率されることが多いが、個々の自由な発想を大

切にしていきたいと考えるようになった。●こんなに素晴らしい事業があるなんて今年初めて知りました。●子供達の別の一面が見られた。  

＜児童生徒のアンケート(小学 1 年生～中学 3 年生) より＞ 

●コンテンポラリーがこんなに楽しいとは思わなかった。 ●めっっっっっっちゃたのしかったし、またやりたいなーと思いました。 ●普段は体

験しないことをしたので新鮮で楽しかった。 ●最初の先生たちのダンスが衝撃的で、絶対明日、筋肉痛なる！と思って観ました。 ●自分もみん

なもいつもと違う感じでとても楽しかった。 ●ものすごく楽しくてダンスの先生みたいになりたいと思いました。 ●からだをこんなにたくさん

動かせるんだなと、知りました。 ●ふりつけがないことにびっくりした。 ●自由に踊っていいというところがおもしろい。 ●いろんなダンス

のやり方があるのを知れてよかった。 ●みんなにいろんな特技があることを知れた。 ●自分に自信が、意外にあった。 ●ダンスは自分の気持

ちを表現できる感じた。 ●自由に考えて踊るのは楽しい。 ●忘れかけていた小さい頃の感覚が取り戻せる感じがしてうれしかった。 ●ありの

ままの自分を発見できた。 ●このような形のダンスがあるというのを初めて知った。 ●自分で考えたダンスを踊ることも楽しいと、発見した。 



■掲載記事 

 

 

 

 

 

 

 

  

【八重山日報 2022年 9月 9日】 

 



 

 

 

■琉球新報 教育面リレーコラム『未来へいっぽにほ』  

2017年 4月～9月まで NPO 法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワークの神前が連載を担当しました。 

（2017年 6月 23 日） 

 

 

【琉球新報 2022年 12月 29日】 

 


